
地域工務店の家は低炭素

株式会社 安成工務店

代表取締役 安成 信次
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自己紹介（営業エリア）

山口県・福岡県全域

山口県 165万人→127万人、下関市 30万人→24万人へと人口減少。

創業地：豊北町 2.7万人→7300人

S59 →下関に本社

H3 → 山口
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H4 → 宇部

H8 → 北九州

H10 → 周南

H15 → 福岡

S26 →豊北町創業

https://www.google.com/maps/d/u/2/viewer?mid=1a32RefzJXmQCkKOot9XIisE3-h8&ll=33.701803988873046%2C134.6389975&z=7


2016年より5年毎にCSVレポート発刊→環境報告書

・1989年から環境共生住宅に取り組む。 →OMソーラー

・1993年にセルースファイバー断熱材 導入 →低炭素

デコスドライ工法を開発、㈱デコスが全国での普及活動。戸建て住宅シェア1.5%。

  ・1996年より林産地連携の家づくり。「呼吸する木の家」

・断熱材の調湿性能を検証（九大 尾崎研）

・無垢スギ材の健康性の検証（九大 清水研）

・木の家住人のカラダ年齢経年変化計測（慶応 川久保研）

・自然素材型住宅の良好な空気質。健康性、低炭素性を確信。

強み

CSV経営を標榜（Creating Shared value 共有価値の創造）



建築事例（外観）



建築事例（内観）
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■環境共生住宅（ＯＭソーラーハウス）

OMソーラシステム（OMX)の仕組み
■太陽熱・光の総合利用
軒先から取り入れた空気を屋根の太陽光
発電パネルの裏側を通過させ、熱を取る
ことで発電効率を上げ、その熱を床暖房
や給湯に利用する仕組み。

OMソーラーの太陽熱利用における省エネ効果
はOMで0.8t/棟/年、OMQで4.8t/棟/年、
OMXで5.8t/棟/年のCO₂削減効果があるこ

とから、
1.376棟で累計 23,765ｔ/年 CO₂ を削減
これから毎年 約2,000t/年のCO₂削減可能。

夏季には小屋裏
のハンドリング
BOXにある天
井エアコンで全
館冷房する。
オールシーズン・
太陽光＆熱利用
システム

1991年～2024年

1,376棟引渡済

累積 23,765ｔ/年
CO₂を削減

今後、毎年
約2,000t/年
削減し続ける
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原木を玉切りし井桁に組み1年間自然乾燥。（約5,000㎥）

輪掛け乾燥



31.林産地連携･輪掛け乾燥

育林･伐採→乾燥･製材
㈱トライウッド

プレカット→住宅建設
㈱安成工務店

■輪掛け乾燥（天然乾燥）はH20年より開始。
原木5.000㎥（製品で約2.500㎥を天然乾燥。）
15年×2,500㎥＝37,500㎥ を太陽と風で乾燥

■これを人工乾燥したとしたら･･･
・重油で乾燥
37.500㎥✕50ｌ/㎥＝1,875,000lの重油を使用。
・送風装置
37,500㎥✕40kw ＝1,500,000kwの電力を使用。

林産地連携を開始し、27年。輪掛け乾燥を開始して15年。

林産地連携の家づくりは、今後の地域循環型経済のモデル
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■デコスファイバー（セルローファイバー断熱材）の使用

セルローファイバー断熱材の施工状況

長期断熱性 安心･安全性 調湿性 吸音性 防カビ･防虫性 建物高耐久性 省CO₂ 健康性
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■環境情報を把握した建材の積極活用
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2011年に取得



建設時のCO₂を

12～15%

削減

■安成工務店の標準的住宅の建設時CO₂発生の計算
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■デコスドライ工法を使用した除湿機能を持った躯体

湿度の安定度が高い

10%湿度が低い

デコスドライ工法（呼吸する躯体）と他の
断熱材の2棟の比較実験棟にて1年間
の比較実験を実施。

屋根面に通気層を設け、室内空気をその通気層へ送り除湿効果をより高め

た場合、更に10%近い湿度の低下を見る事が出来た。

木材の性質をそのまま持った、新聞紙をリサイクルしたデコスファイバー断

熱材によるデコスドライ工法は、調湿性のみならず除湿性を持つため、エア

コンの除湿機能を補完し、より省エネルギーな住まいを実現できることが

分かった。

九州大学
安成工務店

デコス
3者共同研究
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■自然素材内装による「健康ベネフィット」による脱炭素効果
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■川久保先生との共同研究

2020年9月実施
・OBのお客様30組60名にカラダ年齢測定
・5年経過後の測定→2025年/9月予定

■九州大学との共同研究

2012年より継続研究→kitokenko.com



●林産地連携に基づく環境教育

H9年より、４回/年森林体験ツアーを実施。これまで合計88回、5,327名参加。

生物多様性の理解を深めるだけでなく、25年間にわたる植林活動を含めた、これらのイベント自体が社員

の環境学習の場となり、人的資本形成に大きく役立っている。また、地道に継続する事でステークホルダー

からも大きな評価を得ている。

ESG TOPIX

●サスティナビリティ･リンク･ローン 県内第一号

山口銀行は、環境的、社会的に持続可能な経済活動を支援

するサスティナビリティ･リンク･ローンの第一号として、下

関市の住宅メーカー、安成工務店と融資契約を結んだ。

企業のSDGs（持続可能な開発目標）活動の達成状況と貸

し出し条件を連動させる県内では初の取組。

●林産地と連携したカーボンフットプリント認定

育林、製材業者であるトライウッド、そして木材加工（プレ

カット）の安成工務店、断熱材のデコスの3社がそれぞれ

同時期にＣＦＰ認証を取得し、CO₂発生量カウントを実施。



安成工務店HP
https://www.yasunari-komuten.com/company/csr

CSR図書館net
http://csr-toshokan.net

エコホットライン
https://www.ecohotline.com/
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全ページ公開中 CSV/CSRレポート作成の参考に････。

木の家の健康を研究する会

https://www.kitokenko.com

https://www.yasunari-komuten.com/company/csr
http://csr-toshokan.net/
https://www.kitokenko/


ご静聴ありがとうございました。

脱炭素の時代は、

地域工務店の家づくりが主役だ！
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